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一 
般 

質 

問  

〜 

市
政
を
問
う 

〜

　

定
員
2
倍
以
上
の
児
童
を

受
け
入
れ
る
児
童
ク
ラ
ブ
が

半
数
以
上
だ（
上
表
）。
こ
れ

で
は
、
夏
休
み
な
ど
一
般

来
館
の
子
ど
も
の
遊
び
場

と
し
て
の
児
童
館
の
役
割

が
果
た
せ
な
い
。
対
策
は
。

子
育
て
部
長
夏
期
休
暇
中

の
登
録
児
童
が
多
い
。
平
成

28
年
度
は
8
7
6
名
、
29
年

は
8
9
7
名
と
21
名
増
だ
。

民
間
児
童
ク
ラ
ブ
の
協
力
を

得
て
、
受
入
数
の
確
保
を
図

る
。

　

学
校
に
よ
っ
て
は
、
放
課

後
子
ど
も
教
室
に
使
っ
て
い

た
部
屋
が
あ
る
は
ず
だ
。
夏

休
み
か
ら
児
童
ク
ラ
ブ
に
利

用
で
き
な
い
か
。

教
育
長
学
校
と
の
調
整
は

必
要
だ
が
、
長
期
休
暇
中
で

あ
れ
ば
利
用
は
可
能
だ
。

　

現
に
女
性
の
社
会
進
出
に

影
響
が
で
て
い
る
。
他
の
学

校
へ
も
、
空
き
教
室
利
用
の

協
力
を
求
め
る
べ
き
で
は
。

教
育
長
ど
の
学
校
の
ど
こ

を
利
用
す
る
か
を
含
め
、
児

童
福
祉
課
と
調
整
し
て
い
く
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
を

　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
へ
の

必
要
性
に
つ
い
て
、
市
と
し

て
の
認
識
は
。

子
育
て
部
長
生
ま
れ
た
環

境
に
左
右
さ
れ
、
貧
困
が
連

鎖
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

環
境
整
備
、
教
育
の
機
会
均

等
を
図
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　

ひ
と
り
親
世
帯
の
54
・

6
％
が
相
対
的
貧
困
と
い
わ

れ
て
い
る
。
母
子
世
帯
で
、

男
性
か
ら
養
育
費
を
受
け

取
っ
て
い
る
の
は
2
割
以
下

だ
。母
子
世
帯
へ
の
支
援
が
、

子
ど
も
の
貧
困
問
題
の
半
分

近
く
を
解
決
す
る
。

　

東
郷
町
は
、
高
校
・
大
学

の
授
業
料
給
付
制
度
を
始
め

る
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
利
用
料
支
援

な
ど
の
考
え
は
。

子
育
て
部
長
児
童
ク
ラ
ブ

利
用
料
減
免
・
免
除
、
自
立

支
援
教
育
訓
練
給
付
金
、
高

等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
等

を
予
算
で
増
額
し
た
が
、
29

年
度
設
置
の
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員

会
で
取
り
上
げ
る
。　

夏
休
み
の
児
童
ク
ラ
ブ

定
員
オ
ー
バ
ー
へ
の
対
策
を

吉
川 

三
津
子 

議
員

空
き
教
室
利
用
の
協
力
を

学
校
に
求
め
て
い
く

教
育
長

定員 平常利用者 長期休暇利用者

佐屋１ 40 52 93★
佐屋２ 40 64 90★
佐屋（民設） 40 46 48　
佐屋西 40 38 71　
市江 40 28 55　
永和 40 53 93★
立田南部 40 52 60　
立田北部 40 25 38　
開治 25 22 27　
八輪 25 19 27　
勝幡 30 35 62★
草平 40 74 100★
草平（民設） 25 9 18　
北河田 40 54 93★
北河田（民設） 15 13 22　
西川端 40 54 88★

太字＝定員オーバー　★＝2倍以上の定員オーバー

▲児童クラブ受け入れ状況

▲児童クラブ風景


